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環境問題につながる化粧品ロスについての研究 

 

日本大学商学部秋川卓也研究室 化粧品ロス班 

 

要旨 
本研究は、「環境負荷を与えている化粧品ロスの解消」を目的としたものである。SDGs 達成に近づくため、ビニールの削

減など様々な配慮がなされている中で、いまだ十分な配慮がなされていない化粧品ロス問題は放置し続ければ、やがて海

洋問題や生態系に深刻な被害を及ぼしかねない。少ない情報の中で、この化粧品ロス問題の廃棄要因を探るべく、化粧

品業界に精通した方へのインタビューや現状問題構造ツリーの作成を経て、供給過多・需要予測・リニューアルによる商品

入れ替えの３つの要因を発見することができた。本研究では、化粧品業界特有の商品性や販売方法に着目し、容器別売り

方式やインターフェースの標準化を目指すことで、化粧品ロス問題の解消を目指す。 

 

キーワード：化粧品ロス，供給過多，需要予測，容器別売り方式，インターフェース，化粧品容器 

 

１． はじめに 

近年に入り、化粧品は女性向け化粧品だけで

なく男性向けにもメイクアップ用品やスキンケア

用品が販売されるなど、化粧品業界全体で盛り

上がりを見せている。しかし、その盛り上がりを見

せる中で実は化粧品が環境に負荷を与えてい

る面がある。今回取り上げる化粧品ロスこそ、環

境負荷に影響している原因であり、SDGs により

様々な環境配慮がなされつつある現時点にお

いてもこの化粧品ロスはいまだ手付かずのまま

でいる。そこで私たちは、その未開の領域である

化粧品ロス問題を解決すべく研究を開始した。

なお、ここで取り上げる SDGsは外務省がホーム

ページで紹介している持続可能な開発目標と同

じものを指す。 

 

２． 環境に与える影響とその現対策 

筆者らは、化粧品ロスを流通過程における化

粧品の廃棄に焦点をあてたロス問題と定義する。

しかし、文献検索サイトサイニーを利用した文献

調査では、化粧品ロスについて深く言及されて

いる資料はなく、化粧品ロス問題は環境に負荷

を与え続けていることが判明した。 

化粧下地や日焼け止め、ファンデーション、

おしろいなど様々な化粧品の材料として使用さ

れているマイクロプラスチックは海洋汚染の原因

であり、世界中の海に約1億5000万tものプラス

チックゴミが流入していると推定されている。さら

に、廃棄処理段階で発生する二酸化炭素や廃

棄物は環境汚染の原因となり、地球環境に多大

な影響を与えている。 

化粧品業界は環境への負荷削減のため生産

段階での廃棄物削減の取り組みを行っている。

工場から発生する廃棄物の抑制、再利用、再資

源化を行い、世界全工場で埋め立て廃棄物ゼ

ロの達成を目指すコミットメントを掲げる企業も存

在する。 

 

３． 化粧品廃棄問題に関する調査 

３.１ 化粧品業界全体の推定廃棄量 

現在多くのメーカーは生産段階の廃棄量の

みを公開し、非生産段階のそれは公表していな

い。筆者らは非生産段階における国内の年間廃

棄量を化粧品市場における資生堂のシェアと、

資生堂の2019年度版環境活動関連データ内の

2018年度国内非生産事務所における廃棄量を

基に独自に推定した。以下がそれらの数値であ

る。 

 

表１ 国内化粧品市場・非生産段階の廃棄量

（筆者作成） 

 売上高（億円） 廃棄量（t） 

資生堂 4,500 1,245 

国内市場 26,500 7,330 

 

資生堂の2018年度における売上高は2018-

2019年の決算短信を基に算出でき、約4,500億

円である。矢野経済研究所が公表している2018

年度の国内化粧品市場規模は約2兆6,500億円

である。この2つから市場規模に占める資生堂の

シェアを求めることができる。この数値と資生堂

の2019年度版環境活動関連データ内の2018年

度国内非生産事務所における廃棄量1,245tによ

り、国内化粧品市場の非生産段階における年間

推定廃棄量約7,330tを算出した。 
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３.２ 廃棄量の内訳 

化粧品は主に内容製品と本体容器に分類で

きる。43個の未使用製品を用いてそれら2つの

重量測定を行った結果、化粧品1製品のうち内

容製品は約28%、本体容器は約72%であること

が明らかになった。つまり、上記で求めた国内年

間推定廃棄量のうち7割は本体容器であると推

定できる。このことから化粧品廃棄による環境破

壊を抑制するには、本体容器に注目する必要が

あると考えられる。 

 

３.３ 廃棄の原因 

次に、廃棄の原因について国内大手 3社と外

資メーカー7 社にインタビュー調査を依頼したが、

全て断られてしまい、廃棄に関する情報は一切

得られなかったため、独自で考察を行った。ブレ

インストーミングを実施し、化粧品廃棄の理由を

計 71個列記し、これらを 11個に集約化した。図

1 がその後作成した最終的な現状問題構造ツリ

ーである。この現状問題構造ツリーではロスに至

る過程が複雑な関係であることが判明した。結

果から、私たちは廃棄に深く影響与えている要

因を供給過多と需要予測と推察した。この推察

が正しいか確認を行うため、化粧品業界に精通

している方にインタビュー調査を実施した。オン

ライン形式で実施し、廃棄される化粧品の原因と

推察した供給型の仕組みや化粧品の需要予測

に関する調査を行った。この調査から化粧品は、

カラーバリエーションが豊富であるため需要予測

は非常に困難であること、また、予測通りに販売

が進むことは確率が低いため品切れによる機会

ロスを警戒し、メーカーは過度な供給を行ってい

ることが判明した。さらに、容器リニューアルに伴

い商品の入れ替えのため、製品が廃棄されてい

ることも発覚した。以上により、供給過多と需要

予測、リニューアルによる商品入れ替えが化粧

品ロスの廃棄原因であると判明した。 

 

図１ 現状問題構造ツリー（筆者作成） 

 

３.４ 廃棄の方法 

化粧品の廃棄方法を知るため、産業廃棄物を

処理する企業の方にオンラインによるインタビュ

ーを行った。その結果、化粧品は本体容器と内

容製品を手作業で分離する必要性があること、

また容器にクリーム等の内容物が付着するとリサ

イクルが難しくなり洗浄しなければ焼却や埋め立

て処理になることが判明した（詳しくは図 2 を見

てほしい）。 

まず化粧品は容器と内容物に分類できる。そ

の後、容器は「廃プラスチック」と「金属くず」に分

けていき、内容物は「汚泥」として扱われる。そし

て、「廃プラスチック」「金属くず」はリサイクルに

回されるが、先ほども述べたように内容物が付着

している物の場合、焼却や埋め立ての処理にな

ってしまう。また、汚泥はリサイクルするのが難し

いため、焼却・埋め立てが主な処理方法となっ

ている。さらにインタビューの中で、「企業による

化粧品の廃棄は定期的に来るが、その再生は

産業廃棄物の中でも群を抜いて難しい」とも述

べており、内容物だけに関わらず化粧品自体の

廃棄の難しさが伺える。このままの状態を放置す

れば、焼却処分による二酸化炭素の放出や海

洋汚染問題による生態系の崩壊などがより慢性

化していくことも懸念される。 

 

 
図２ 廃棄過程（筆者作成） 

 

４． 容器別売り方式 

４.１ 定義 

容器別売り方式とは、化粧品の本体容器と内

容製品を別々に販売し、内容製品のインターフ

ェース部分の規格を統一・公開する方法である

（図3）。 

 



日本大学商学部秋川卓也研究室報告書, Vol.11 No.1 

 

3 

 

 

図３ 容器別売り方式（筆者作成） 

 

４.２ 容器別売り方式にした理由 

3.2の内容にもあるように、本体容器が化粧品

廃棄による環境破壊を抑えるポイントと考えた。

さらに、化粧品業界に精通した方からの話を踏

まえ、需要予測や機会ロスの存在さらにリニュー

アルに伴う商品入れ替えなど様々な問題にアプ

ローチする方法を模索し、現在の化粧品の販売

形態に着目した。現在の化粧品は、本体容器に

内容製品が充填された状態で販売されている。

私たちは、その本体容器に内容製品が充填され

た状態から、これら2つを別々に販売することで

先述した問題に対してアプローチできる可能性

を見出した。さらに、現在は自社内だけでインタ

ーフェースが統一されている状態を、化粧品業

界全体で統一・公開を行うことで、容器に互換性

を持たせ容器を無駄にしないなどの要素も追加

することができる。詳しいメリットについては4.4で

説明することにする。 

 

４.３ 従来との比較 

これまで、本体容器と内容製品がそれぞれ別

に販売されることは一般的ではなかった。また、

本体容器の規格が他企業・他ブランドと統一さ

れることもなかった。しかし、今回の容器別売り

方式を行うことにより、消費者は本体容器と内容

製品をそれぞれ個別に購入することが可能にな

る。加えて、様々な本体容器と内容製品を組み

合わせることもできるようになる。 

 

４.４ 容器別売り方式のメリット 

容器別売り方式は、企業•環境•消費者の3つ

の側面からメリットをもたらす。 

環境側のメリットは、容器別売り方式の容器は

繰り返し利用することによる廃棄の発生率減少

が見込める点である。内容製品の商品交換が平

均3回であると仮定した場合、図4のように容器の

生産量は3分の1に減少する。また、従来の容器

と比較し容器の廃棄量は約7割も削減する。次

に、独自推察した廃棄要因にもアプローチが可

能だ。生産量の減少に伴い、予測の対象項目も

減少し、本体容器に対する需要予測が容易にな

る。さらに、需要予測の確率が高まることで供給

形になる可能性も減少する。本体容器と内容製

品を別々に販売することによってリニューアルに

よる容器の廃棄も減少する。このように、容器別

売り方式は廃棄量を減らすことから環境に悪影

響を与えにくいメリットがある。 

企業側のメリットは、廃棄コストの削減による利

益率の上昇、内容製品の市場価値の向上が見

込める点である。容器生産量が減少することによ

って廃棄される容器も減少するため、ロスの損失

や廃棄にかかる費用である廃棄コストの削減も

可能だ。さらに、廃棄量を削減することによって

環境に配慮するイメージを形成できることから企

業イメージの上昇も促進することができる。また、

本体容器の種類が豊富になることによって選択

肢の幅が広がった内容製品に間接ネットワーク

効果が働き、内容製品の市場価値も向上する。

このように、容器別売り方式は企業にとって廃棄

コストを削減し、利益の増加が見込める。間接ネ

ットワーク効果から容器だけでなく内容製品にも

利益をもたらされる方法である。 

消費者側のメリットは、内容製品と本体容器を

好みに合わせた自由なカスタマイズが行える点

である。複数のブランド間の製品を自由に組み

合わせることも可能であるため、消費者側に選

択肢の幅が広がる。さらに、本体容器が消費者

によって廃棄される機会は減少する。内容製品

の入れ替えを行う際、本体容器は繰り返し利用

される。そのため、消費者側から発生する本体

容器の廃棄も削減可能である。 

 

 

図４ 容器別売り方式の算出方法（筆者作成） 
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５． 提案を想定した試作品 

５.１ 容器の説明 

以上の提案に基づき私たちは、図5の試作品

を製作した。この試作品は、某化粧品会社が製

造している口紅のレフィルの型をもとに、容器の

素材に楓の木材を使用して作成した。 

 

 

 

図５ 試作品（渡辺木工挽物所様作成） 

 

５.２ 試作品の製作方法 

今回試作品を作るにあたり、事前に口紅の容

器を模したレプリカを自作し容器のサイズ感の把

握などに活用した。そして、実際に口紅のレフィ

ルに合う容器を試作するため木材の加工が可能

な業者を探し、渡辺木工挽物所様に作成依頼

を行った。 

はじめに、簡易的な設計図を作成し、長さな

どのサイズを伝え、その後実際に使う口紅のレフ

ィルを送り、それに木材のサイズを合わせてもら

いながら作成段階に移った。当初の予定では、

デザインは各ブランドで差別化できるといった意

味を込めて、白樺の木を樹皮が付いたまま容器

にする奇抜なデザインで製作する方向だったが、

問い合わせたすべての木工関係の方からその

加工は難しいとのアドバイスをいただき、木目を

きれいに見せるものへと変更した。また、木材に

関しても、渡辺木工挽物所様と相談し木材の色

が明るく白い楓の木を採用し、化粧品容器らし

いデザインに仕上げた。 

今回、この試作品製作にかかった期間はレプ

リカを含め3週間程度であり、容器製作には渡辺

木工挽物所様のご厚意により2週間ほどの期間

で完成させることができた。 

 

５.３ メリット 

この試作品を基準に本体容器を作成すること

で、リサイクルが容易になる。焼却や埋め立ての

処理が必要にならず、木チップに再生すること

ができるのだ。それにより、化粧品ロスを発生さ

せにくくするだけでなく、万が一廃棄が発生した

ときでも環境負荷を小さく抑えることが可能にな

る。 

 

５.４ プラスチック製品が環境に与える影響 

５.４.１ 化粧品のプラスチック 

化粧品の本体容器はそのほとんどがプラスチ

ックで作られている。実際、3.2で用いた43個の

未使用製品の本体容器はすべてプラスチックが

使用されていた。 

 

５.４.２ プラスチック製品による二酸化炭素排出 

一般的にプラスチック製品が使用された後、

廃プラスチックとして焼却や埋め立ての処理が

行われる。プラスチックは石油から製造されてお

り、焼却されることによって地球温暖化の原因の

1つである二酸化炭素を排出する。埋め立て処

理を行えば、海洋プラスチック問題に直結し、生

態系に大きな影響を与えてしまう。 

これらのことから、日本ではリサイクルが推奨さ

れている。しかし図6にあるように、現在最も行わ

れているリサイクルは、廃プラスチックを焼却する

ことによって熱エネルギーを回収するサーマルリ

サイクルである。焼却処理に限りなく誓う方法で

あり、リサイクルにも関わらず二酸化炭素が排出

されているのだ。 

 

 

出典：プラスチック循環利用協会（2020）「プラス

チックのマテリアルフロー図」『プラスチックリサ

イクルの基礎知識 2022』7頁 
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図６ 産業系廃棄プラスチックの処理方法の内

訳 

このように現状のプラスチック製品の製造・処

理過程において、二酸化炭素が排出され続けて

おり、本体容器にプラスチックを多用している化

粧品もこの問題の例外ではない。 

 

５.５ 今後の容器の展望 

実際に容器を作ったことで、改善点を発見す

ることができた。それは、水分や油分を容器が含

むと容器のサイズが変化することだ。今回製作し

た容器は、レフィルときっちり合わさるように設計

していた。そのため、容器の開閉をスムーズにす

るため油をさしたところ、木材が油分を吸い取っ

てしまいサイズ変化が起きたため、スムーズに開

閉することが困難になってしまった。この改善点

を解決するため、今後は容器に対して表面加工

を施すといった策を考案し、防湿・防汚性能を追

求していく。 

 

６． 容器別売り方式の普及 

６.１ 容器別売り方式の懸念点 

容器別売り方式では以下の懸念点が考えら

れる。 

まず、本体容器で得ていた利益が減少してし

まう可能性がある。本体容器と内容製品を合わ

せて販売する場合、容器分の利益も獲得するこ

とができていた。しかし別売り方式を行うことによ

って、内容製品だけを消費者が購入することも

可能になり、必然的に本体容器の利益が減少し

てしまう可能性がある。 

次に、本体容器と内容製品の2つに対して行

われていた。従来のブランディングができない可

能性がある。化粧品のブランドを構成するのは

化粧品やクリームなどの内容製品だけではなく、

容器も重要な要素となる。これは、化粧品のコン

セプトがその2つによって統一されていることに

起因する。しかし本体容器のみまたは内容製品

のみでも販売が行われるとそれぞれに合わせた

複数のブランディングが必要とされ、そのブラン

ドが伝えたいメッセージがこれまで通りに伝わら

ない可能性がある。従来のものとは異なるそれ

が成功するか否かは定かではなく、懸念すべき

点の1つである。 

 

６.２ セット販売について 

容器別売り方式の懸念点である減益に対して

有効的な容器と中身製品をセットで販売する方

法を提案する。セット販売の大きくメリットは2つあ

る。 

1つ目は、化粧品のブランディングに大きく影

響を与えるコンセプトの統一が可能な点だ。容

器の中に製品をセットで販売することによって容

器を含めたブランディングを行い、ブランド連想

やブランド認知か高まる。製品やサービスの価

値を増大させ、ブランド•エクイティが高まるため、

利益を確保し、競合他社とのは差別化を図るこ

とができる。 

2つ目は、容器の中に製品をセットで販売した

際に利益が確保できる点だ。容器と中身製品を

個別に販売した場合は小売価格の低価格化に

よる減益という懸念点が生じるが、セット販売を

行うことによって利益の確保が可能である。 

つまり、セット販売は容器別売り方式普及の懸

念点である減益に対して有効的なアプローチで

ある。 

次に、このように容器別売り方式の有効的な

アプローチであるセット販売の発売形態を限定

発売とする。限定発売を行うことで消費者に対し

て更なるマーケティングが促進される。また、容

器別売り方式の大きな特徴である容器と中身製

品の別売りを促進したいため、限定的な発売を

提案する。 

 

６.３ 容器別売り方式のまとめ 

ここまで述べたように、容器別売り方式で懸念

される利益減少や本体容器を含むブランディン

グ不可能性、コンセプトの統一感の喪失は、数

量限定で行うセット販売により回避できることが

見込める。販売方式が従来とは全く違ったもの

になるため、ここで列記した以外の問題点が浮

かんでくることも想定される。私たちは今後、そう

いった不測の事態を防ぐべくより一層の研究と

考察を進めていきたいと考える。 

 

７． 全体のまとめ 

今回研究を行う中で、化粧品の容器が単にブ

ランドをアピールするためだけにプラスチックを

利用していたわけでもないことが分かった。化粧

品には安全性等に関する決まりがあり、人体に

使用する製品特性故衛生面なども厳しく、その

ボーダーを超えるためにプラスチックを使用して

いるのではないかと考えられた。 

だが、必ずしもプラスチックでなければならな
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いわけではない。プラスチックではない容器を利

用している化粧品も、現に製品として発売されて

いる例はある。ただ、今すぐプラスチックから別

の材料へと容器を変更するには、多くの問題や

懸念がある。そのため、今回私たちは、その多く

の問題を解消し、より化粧品を環境にやさしいも

のへと推し進めるべく、「容器別売り方式」を提案

した。化粧品の内容物に対する技術の進歩や、

レフィルを販売し環境へ配慮しようとしてきた化

粧品は、今根本である売り方や素材からの見直

しを求められている。 
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